
■取組の特徴
 ・世界農業遺産の「武蔵野の落ち葉堆肥農法」で、多種多様な微生物が暮らしやすい、豊かな土を醸成。
・自社農園に体験農園も併設、除草剤を含む農薬や化学肥料に頼らず、自然の力で野菜を栽培。
・この地の風土で育て、何世代にもわたり自家採種した「固定種」の野菜を栽培。種採りから収穫まで実施。
・自社レストランで余った食材の一部をにわとりの餌にし、鶏糞を活用した堆肥作りを行っている。
・「体験農園ReDAICHI」の運営を行い、有機農法に興味のある方が参加・挑戦しやすい環境を提供している。

■取組のきっかけ
・地域との交流、地域貢献及び環境保護の観点から、有機栽培や体験農園などの農業への取り組みを開始。

■取組のメリット
・有機JAS認証取得により、安心と信用が得られ、食材を提供している自社レストランで野菜本来の味とその時期の
旬の野菜を味わってもらえることで、国内だけではなく、海外からの集客にもつながっている。

■苦労している点
・除草剤を含む農薬を一切使用していないため、除草と防虫対策に大変苦慮している。

【生産概要】
経営面積 3.32ha(うち有機JAS認証面積 3.0ha、減農薬栽培面積 0.32ha)
栽培品種 有機農産物（小麦のほか、きゅうり、トマトなど野菜32品種、

ブルーベリー、プラム、うめなど果樹９品種）
減農薬栽培（白うどやミント、ローズマリーなどハーブ34種類）

【経営概要】2016年法人設立、従業員(野菜担当3名、果樹担当1名の計4名）
2017年 GLOBAL G.A.P.
2019年 有機JAS認証取得

【販売概要】地産地消をテーマにした自社レストランや社員食堂でほぼ全量
使用。不定期で自社売店で販売もあり。

事務所所在地：埼玉県入間郡三芳町上富1589-2
電話番号：049-293-2335 HPアドレス： https://www.ishizaka-farm.co.jp/

石坂オーガニックファーム（埼玉県三芳町）
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